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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
受
験

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
２
８
６
Ｇ

【
作
者
名
】

　
（
‘
∀
｀
）
ウ
ボ
ァ

【
あ
ら
す
じ
】

　
灘
中
学
を
目
指
し
、
約
二
年
間
勉
強
し
て
き
た
山
田
太
郎
。
果
た
し
て
、
合

格
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
・
・
？
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僕
の
名
前
は
山
田
太
郎
。
小
学
六
年
生
だ
。

僕
は
、
私
立
中
学
に
受
験
す
る
予
定
だ
。
そ
の
た
め
に
、
六
年
生
に
な
っ
た
頃

か
ら
毎
日
学
習
塾
に
通
っ
て
い
る
。

平
日
の
塾
は
、
午
後
五
時
～
午
後
十
二
時
。
び
っ
く
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
僕
の
ま
わ
り
の
み
ん
な
も
こ
れ
く
ら
い
の
時
間
ま
で
勉
強
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
明
日
は
い
よ
い
よ
受
験
の
日
。
僕
は
と
て
も
緊
張
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
約
二
年
間
と
ん
で
も
な
い
努
力
を
し
て
き
た
。
明
日
、
実

力
を
発
揮
せ
ね
ば
、
こ
の
努
力
は
全
て
水
の
泡
と
な
る
。

僕
が
挑
戦
す
る
学
校
は
、
灘
。
無
論
、
偏
差
値
は
も
の
す
ご
く
高
い
。

僕
は
と
て
も
プ
ラ
イ
ド
が
高
い
。
目
指
す
も
の
も
大
き
い
。
将
来
の
夢
は
東
京

大
学
合
格
だ
。

受
験
の
日
が
来
た
。
今
日
は
頑
張
ら
ね
ば
。
昨
日
は
た
く
さ
ん
眠
っ
て
お
い
た
。

風
邪
も
ひ
い
て
い
な
い
。
こ
こ
ま
で
は
完
璧
だ
。

阪
神
電
鉄
本
線
の
直
通
特
急
に
乗
り
、
魚
崎
で
お
り
た
。
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歩
く
事
十
分
。
目
の
前
に
は
、
灘
中
学
が
。
い
よ
い
よ
だ
。

緊
張
を
紛
ら
わ
せ
る
た
め
、
手
を
水
で
洗
う
。
滑
り
止
め
は
全
く
な
い
。
こ
れ

が
、
一
本
勝
負
だ
。

今
の
時
期
は
冬
。
と
て
も
冷
た
い
風
が
、
僕
の
体
を
襲
う
。
僕
は
身
震
い
が
し

た
。

試
験
会
場
へ
と
、
足
を
恐
る
恐
る
す
す
め
る
。

試
験
が
始
ま
っ
た
。
最
初
の
科
目
は
、
国
語
。
さ
す
が
灘
、
問
題
の
レ
ベ
ル
は

並
大
抵
で
は
な
い
。

僕
は
、
問
題
を
解
き
進
む
。
若
干
で
き
な
い
問
題
も
あ
っ
た
が
、
殆
ど
の
問
題

を
と
き
す
す
め
て
ゆ
く
。

最
後
の
一
つ
の
問
題
。
も
の
す
ご
く
難
し
い
。

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
と
り
あ
え
ず
飛
ば
す
。
見
直
し
し
て
み
る
と
、
意
外
に

も
大
量
の
わ
か
ら
な
い
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

二
問
ほ
ど
は
、
わ
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
問
題
が
全
く
わ
か
ら
な
い
。

駄
目
だ
。
国
語
は
諦
め
よ
う
。

次
は
、
算
数
、
い
や
、
数
学
。
僕
達
は
小
学
生
な
の
に
、
微
分
だ
の
負
の
数
だ

の
馬
鹿
み
た
い
な
問
題
ば
か
り
だ
。
こ
れ
も
、
ど
ん
ど
ん
と
き
進
む
。
わ
か
ら

な
い
問
題
は
な
い
・
・
・
か
と
思
わ
れ
た
。

最
後
の
問
題
。
駄
目
だ
。
こ
の
パ
ズ
ル
系
の
問
題
は
わ
か
ら
な
い
。
諦
め
た
。
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そ
の
後
、
理
科
、
社
会
と
や
っ
た
。
両
方
と
も
、
ま
ず
ま
ず
の
出
来
で
あ
っ
た
。

合
格
発
表
日
。
僕
は
、
若
干
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、
灘
中
学
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。

結
果
は
・
・
・
不
合
格
。
僕
は
肩
を
が
く
っ
と
落
と
し
た
。

滑
り
止
め
を
う
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
だ
が
、
後
の
祭
り
。
僕
は
泣
い
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

受験
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